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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第２区分
【発行日】平成23年6月30日(2011.6.30)

【公表番号】特表2010-508306(P2010-508306A)
【公表日】平成22年3月18日(2010.3.18)
【年通号数】公開・登録公報2010-011
【出願番号】特願2009-534946(P2009-534946)
【国際特許分類】
   Ａ６１Ｋ  45/00     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  43/00     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  27/06     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ａ６１Ｋ  45/00    　　　　
   Ａ６１Ｐ  43/00    １１１　
   Ａ６１Ｐ  27/06    　　　　

【手続補正書】
【提出日】平成22年5月11日(2010.5.11)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ビトロネクチンへのＰＡＩ－１の結合を調節する薬剤を含む、患者の緑内障または高Ｉ
ＯＰを治療するための組成物。
【請求項２】
　前記組成物が、眼科的に許容される保存剤、界面活性剤、粘度増強剤、浸透促進剤、ゲ
ル化剤、疎水性塩基、ビヒクル、緩衝剤、塩化ナトリウム、水、およびこれらの組合せか
らなる群より選択される化合物をさらに含む、請求項１に記載の組成物。
【請求項３】
　前記組成物の一部または個別の投与のいずれかとして、β遮断薬、プロスタグランジン
類似体、炭酸脱水酵素阻害剤、α２作動薬、縮瞳薬、神経保護剤、ｒｈｏキナーゼ阻害剤
、およびこれらの組合せからなる群より選択される化合物が投与されることを特徴とする
、請求項１に記載の組成物。
【請求項４】
　前記組成物が、前記薬剤を約０．０１重量／体積パーセントから約５重量／体積パーセ
ント含む、請求項１に記載の組成物。
【請求項５】
　前記組成物が、前記薬剤を約０．２５重量／体積パーセントから約２重量／体積パーセ
ント含む、請求項１に記載の組成物。
【請求項６】
　前記薬剤が、ＺＫ４０４４、ＰＡＩ－０３９、ＷＡＹ－１４０３１２、ＨＰ－１２９、
Ｔ－６８６、ＸＲ５９６７、ＸＲ３３４、ＸＲ３３０、ＸＲ５１１８、ＰＡＩ－１抗体、
ＰＡＩ－１ペプチド模倣薬、およびこれらの組合せからなる群から選択される、請求項１
に記載の組成物。
【請求項７】
　ビトロネクチンへのＰＡＩ－１の結合を調節する薬剤を含む、治療を必要とする対象の
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ＰＡＩ－１関連の眼障害を治療するための組成物。
【請求項８】
　前記対象が、高眼圧症または緑内障を有するか、またはそれを発症する危険性がある、
請求項７に記載の組成物。
【請求項９】
　前記組成物の投与が、前記対象における活性ＰＡＩ－１の量を低下させる、請求項７に
記載の組成物。
【請求項１０】
　前記組成物が、眼科的に許容される保存剤、界面活性剤、粘度増強剤、浸透促進剤、ゲ
ル化剤、疎水性塩基、ビヒクル、緩衝剤、塩化ナトリウム、水、およびこれらの組合せか
らなる群より選択される化合物をさらに含む、請求項７に記載の組成物。
【請求項１１】
　前記組成物の一部または個別の投与のいずれかとして、β遮断薬、プロスタグランジン
類似体、炭酸脱水酵素阻害剤、α２作動薬、縮瞳薬、神経保護剤、ｒｈｏキナーゼ阻害剤
、およびこれらの組合せからなる群より選択される化合物が投与されることを特徴とする
、請求項７に記載の組成物。
【請求項１２】
　前記組成物が、前記薬剤を約０．０１重量／体積パーセントから約５重量／体積パーセ
ント含む、請求項７に記載の組成物。
【請求項１３】
　前記組成物が、前記薬剤を約０．２５重量／体積パーセントから約２重量／体積パーセ
ント含む、請求項７に記載の組成物。
【請求項１４】
　前記薬剤が、ＺＫ４０４４、ＰＡＩ－０３９、ＷＡＹ－１４０３１２、ＨＰ－１２９、
Ｔ－６８６、ＸＲ５９６７、ＸＲ３３４、ＸＲ３３０、ＸＲ５１１８、ＰＡＩ－１抗体、
ＰＡＩ－１ペプチド模倣薬、およびこれらの組合せからなる群から選択される、請求項７
に記載の組成物。
【請求項１５】
　ＰＡＩ－１の結合を調節すると考えられる候補物質を提供するステップと、
　該候補物質が、緑内障または高ＰＡＩ－１に罹患している対象の小柱網における活性Ｐ
ＡＩ－１の量を低下させる能力を評価することによって、化合物を選択するステップと、
　選択された該化合物を製造するステップと
を含む、緑内障または高ＩＯＰのための治療として使用される化合物を製造する方法。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１３】
　本発明およびその利点のより完全な理解は、添付図面と併せて読まれる以下の記述を参
照することによって、得ることができる。
　本発明の好ましい実施形態では、例えば以下の方法などが提供される：
（項目１）
　ビトロネクチンへのＰＡＩ－１の結合を調節する薬剤を含む有効量の組成物を患者に投
与するステップ
　を含む、患者の緑内障または高ＩＯＰを治療するための方法。
（項目２）
　前記組成物が、眼科的に許容される保存剤、界面活性剤、粘度増強剤、浸透促進剤、ゲ
ル化剤、疎水性塩基、ビヒクル、緩衝剤、塩化ナトリウム、水、およびこれらの組合せか
らなる群より選択される化合物をさらに含む、項目１に記載の方法。
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（項目３）
　前記組成物の一部または個別の投与のいずれかとして、β遮断薬、プロスタグランジン
類似体、炭酸脱水酵素阻害剤、α２作動薬、縮瞳薬、神経保護剤、ｒｈｏキナーゼ阻害剤
、およびこれらの組合せからなる群より選択される化合物を投与するステップをさらに含
む、項目１に記載の方法。
（項目４）
　前記組成物が、前記薬剤を約０．０１重量／体積パーセントから約５重量／体積パーセ
ント含む、項目１に記載の方法。
（項目５）
　前記組成物が、前記薬剤を約０．２５重量／体積パーセントから約２重量／体積パーセ
ント含む、項目１に記載の方法。
（項目６）
　前記薬剤が、ＺＫ４０４４、ＰＡＩ－０３９、ＷＡＹ－１４０３１２、ＨＰ－１２９、
Ｔ－６８６、ＸＲ５９６７、ＸＲ３３４、ＸＲ３３０、ＸＲ５１１８、ＰＡＩ－１抗体、
ＰＡＩ－１ペプチド模倣薬、およびこれらの組合せからなる群から選択される、項目１に
記載の方法。
（項目７）
　ビトロネクチンへのＰＡＩ－１の結合を調節する薬剤を含む有効量の組成物を患者に投
与するステップ
を含む、治療を必要とする対象のＰＡＩ－１関連の眼障害を治療する方法。
（項目８）
　前記対象が、高眼圧症または緑内障を有するか、またはそれを発症する危険性がある、
項目７に記載の方法。
（項目９）
　前記投与ステップが、前記対象における活性ＰＡＩ－１の量を低下させる、項目７に記
載の方法。
（項目１０）
　前記組成物が、眼科的に許容される保存剤、界面活性剤、粘度増強剤、浸透促進剤、ゲ
ル化剤、疎水性塩基、ビヒクル、緩衝剤、塩化ナトリウム、水、およびこれらの組合せか
らなる群より選択される化合物をさらに含む、項目７に記載の方法。
（項目１１）
　前記組成物の一部または個別の投与のいずれかとして、β遮断薬、プロスタグランジン
類似体、炭酸脱水酵素阻害剤、α２作動薬、縮瞳薬、神経保護剤、ｒｈｏキナーゼ阻害剤
、およびこれらの組合せからなる群より選択される化合物を投与するステップをさらに含
む、項目７に記載の方法。
（項目１２）
　前記組成物が、前記薬剤を約０．０１重量／体積パーセントから約５重量／体積パーセ
ント含む、項目７に記載の方法。
（項目１３）
　前記組成物が、前記薬剤を約０．２５重量／体積パーセントから約２重量／体積パーセ
ント含む、項目７に記載の方法。
（項目１４）
　前記薬剤が、ＺＫ４０４４、ＰＡＩ－０３９、ＷＡＹ－１４０３１２、ＨＰ－１２９、
Ｔ－６８６、ＸＲ５９６７、ＸＲ３３４、ＸＲ３３０、ＸＲ５１１８、ＰＡＩ－１抗体、
ＰＡＩ－１ペプチド模倣薬、およびこれらの組合せからなる群から選択される、項目７に
記載の方法。
（項目１５）
　ＰＡＩ－１の結合を調節すると考えられる候補物質を提供するステップと、
　該候補物質が、緑内障または高ＰＡＩ－１に罹患している対象の小柱網における活性Ｐ
ＡＩ－１の量を低下させる能力を評価することによって、化合物を選択するステップと、
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　選択された該化合物を製造するステップと
を含む、緑内障または高ＩＯＰのための治療として使用される化合物を製造する方法。
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